　「Galerion The Mystic」訳本

　「神秘家Galerion」

　著書：Asgrim Kolsgreg
　第２時代初期の血塗られた年月に在って、Vanus Galerionは、小貴族であるSollicich-on-Ker公爵Gyrnasseの地所の農奴として、Trechtusの名の下に生を享けた。Trechtusの父母は在りふれた労働者であったけれど、その父はGyrnasse公による法律を秘密裏に犯して、読み書きを習得して、それをTrechtusに教えた。Gyrnasse公は、読み書きの出来る農奴は自然からの憎悪の対象であり、彼ら自身にとっても、彼らを支配する君主にとっても危険であると助言を受けてきた。そのため、彼はSollicich-on-Ker内の全書店を閉めさせたのである。そして、Gyrnasseの要塞の内を除いて、あらゆる書店主・詩人・教師は締め出されてしまった。それにも関わらず、Gyrnasseの目の届かないところでは、小規模の密輸入の取引によって多数の書物と巻物が流通してきたのである。
　Trechtusが８歳になった時には、密輸業者たちは摘発・投獄されてしまっていた。一説によれば、学は無く宗教心に篤く自分の夫を恐れていた女性であるTrechtusの母親が、その密輸業者たちを裏切ったという話である。しかし、また別の幾つかの噂も更に囁かれていた。密輸業者たちに対する裁判は行われずに、その懲罰もまた迅速であった。Trechtusの父親の死体は、Sollicich-on-Kerに於いて数世紀の内でも最高に暑い夏の数週間、吊るされたままであった。
　３ヶ月後、TrechtusはGyrnasse公の地所から逃亡した。Summerset Isleを半ば踏破して、彼はAlinorにまで辿り着いた。街道そばの水路の中で体を丸めたまま死にかけている、その彼を吟遊詩人の一団が見つけた。彼らはTrechtusを介抱すると、食事と寝床の見返りに、使い走りとして雇うことにした。吟遊詩人たちの内の１人、Heliandという名の易者がTrechtuの心をテストに掛けてみると、その少年は、内気ではあるが、環境さえ与えられるならば、並々ならぬ洗練された知性を示すであろうことが分かった。Heliandは〔自分との〕共通性を少年の内に認めた。何故なら、彼はArtaeum島に於いて神秘家として訓練を受けてきたからである。

　Summursetの極東の端に位置するPotansa村にて一座が公演している折に、その当時は１１歳の少年であったTrechtus を、HeliandはArtaeum島に連れて行ってしまった。その島の魔術導師〔Magister〕であったIachesisは、Trechtusの内なる潜在能力を認めて、Vanus Galerionという名を彼に与えて弟子とした。Artaeum島に於いて、Vanusは肉体と同様に精神を鍛錬した。

　こうして、魔術師ギルドの初代の大魔術師〔Archmagister〕であるVanus Galerionは鍛錬を積んだのである。Artaeum島のPsijicたちからは、彼は鍛錬を受け取った。貧困と不正に満ちる幼年時代からは、彼は知識共有という哲学を受け取った。
